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目黒区教育委員会教育長 宛て 

目黒区立碑小学校 

校長 大塚 晋一 

令和６年度 目黒区立碑小学校 学校評価報告書 

 

１ 学校評価委員会の実施内容 

（１）第１回実施日時 令和６年５月２５日（土） 午後１時３０分～午後２時３０分 

           （・運動会の参観 午前８時３５分～１２時３０分） 

・学校経営方針の説明 

・質疑応答、意見交換・ 

（２）第２回実施日時 令和６年１０月２６日（土） 午後０時３０分～午後１時３０分 

（・公開授業「道徳授業地区公開講座」 午前８時４０分～午後０時１０分） 

・本校の教育活動について 

・質疑応答・意見交換 

（３）第３回実施日時 令和７年２月１５日（土） 午前１１時２０分～午後０時３０分 

（・公開授業「碑フェスタ」 午前９時００分～午前１１時２０分 

・四者による学校評価アンケートの結果について 

・令和６・７年度の教育活動についての意見交換・質疑応答 

２ 参加者 

学校評議員   松本 保枝 様   鈴木 大二 様   畠山 桂子 様   

熊木 智香子 様   堀内 一成 様 

 ＰＴＡ会長   中島 健友 様 

 

３ 評価の結果等            ※四者…児童・生徒、保護者、地域の方、教職員のこと。 

評価項目 ◎（成果）、●（課題）、

⦿（成果と課題の両者を含む） 

次年度の教育活動の改善点 学校評価委員会での意見 

 

Ⅰ 学校全体について 

・学校の雰囲気、学習環

境、教職員の態度など

について、家庭・地域

との連携、地域人材の

活用などについて 

◎保護者・地域ともに

肯定的評価が 95％以

上であり、学校教育

全体への評価は概ね

良好である。様々な

行事において、参観

可能者の範囲を広げ

たことや学校ホーム

ページで学校生活の

様子をこまめに発信

していたことが要因

と捉えている。 

●児童の肯定的評価の

・児童の肯定的評価が

より向上することを

目指し、学校を「たの

しい」と感じることが

できるよう、授業内容

の充実、安定した友達

関係の構築、行事の工

夫等を行う。 

・学校全体としてよい

状態である。 

・児童の肯定的評価が

前年度に比較して下

がっているのは、児童

の自覚の高まりが要

因ではないか。 

・学校公開の児童の姿

から、自ら考え、追究

求する姿勢が育って

いることを感じる。 



割合が若干下がって

いる。 

Ⅱ 教育目標について 

・教育目標、時程、教育内

容全体について 

◎昨年度と比較して、

保護者の肯定的評価

が 11％以上上昇して

いる。今年度から重

点目標を児童の実態

に合わせて変更した

こと、またそのこと

を年度当初の保護者

会や学校だより等で

発信したことが理解

と支持を得られたと

考える。 

・目標を一層具現化し、

各分掌でできること

を考え、実行してい

く。 

・引き続き、本校の教育

活動を保護者・地域に

理解していただくた

めに、学校だより・学

年だより等で学校生

活の様子を発信して

いく。 

・「やさしい子」に育っ

ている。特別支援学級

が校内にあることも

よい影響となってい

るのではないか。 

・今の時代は多様な人

と共存していくとい

うことが必要。このタ

イミングで重点目標

を「やさしい子」に変

えたのは、時代とマッ

チしている。そのこと

から保護者の支持を

得られたと思われる。 

Ⅲ 心の教育について 

・道徳科の授業の充実や

児童・生徒の道徳的実

践力の向上に向けた取

組について 

◎保護者の肯定的評価

が昨年度と比較して

10％近く上昇してい

る。今年度より本校

が「目黒区人権教育

推進校」となり、人権

意識を育てることを

とおして、心の教育

に焦点を当てて教育

活動に取り組んでい

ることが評価された

と考えられる。今後

も、保護者と連携し

て心の教育を推進し

ていく。 

・「目黒区人権教育推進

校」として、引き続き、

学習の場面に限らず

学校生活全体におけ

る心の教育に努める。 

・本校の研究主題「自分

も相手も大切にし、自

分から行動する力を

育てる人権教育」を、

研究授業や研修をと

おして推進する。 

・「人権教育」に取り組

むのはよい。子どもが

落ち着いていること

が成果として現れて

いる。 

・学区の中学生もよい

子が多い。一方で子ど

もたちは表には現れ

ない面もある。丁寧に

見ていきたい。 

・今の時代、不登校や不

適応児童の対応とし

ても、カウンセラーは

常駐が望ましい。 

Ⅳ 学習指導等について 

・学力の定着・向上に向

けた授業の改善・充実、

少人数指導、○○タイ

ム、主体的に学習に取

り組む態度等の取組に

ついて 

・職場体験等体験活動、

自然宿泊体験教室、 

◎保護者の評価は昨年

度と比較して上昇し

ている。学校公開等

で学習の様子を見て

いただいた結果が評

価に現れているよう

である。 

●高学年児童の評価が

下がっている。学習

・低学年では、「40分授

業午前５時間制」の開

始に伴い、学習内容の

理解・定着のための時

間を新たに設ける。 

・高学年では、習熟度別

指導を行ったり、支援

員による個への支援

を行ったりするなど、

・高学年で学習に困難

を感じている児童に

ついて、教員からの個

別の声かけ、特別支援

教育支援員の配置、算

数の習熟度部グルー

プ学習を継続して欲

しい。 

・碑フェスタでの６年



キャリア教育等の充実

について 

内容が難しくなり、

理解に困難を感じて

いる児童がいる。 

理解に困難を感じて

いる児童の支援を行

う。 

生の発表は、個の課題

の着眼点が個性的だ

った。 

・碑フェスタでの６年

生の発表は、なりたい

憧れの職業を挙げる

のでは無く、自分の目

指すものや取り組み

たい活動は何なのか

を掘り下げて、具体的

に進路を考えている

のがすばらしい。 

・友達の発表もよく聴

き、互いに認め合って

いる。 

Ⅴ 体育・健康教育につ

いて 

・体力向上、健康の促

進に向けた取組について 

◎保護者の評価におい

て 13.4％の上昇が見

られる。「縄跳びカー

ド」や運動委員会が

実施している「碑ト

ライ」に、休み時間に

なると多くの児童が

取り組み、その様子

を学校ホームページ

で発信していること

が、要因の一つと考

える。また、養護教諭

が「保健だより」に健

康や体力向上に関す

る記事を掲載し、健

康に関する意識の向

上を促したことも肯

定的な評価に繋がっ

ていると思われる。 

・運動委員会の取り組

みを引き続き行い、次

年度も体力向上のた

めの活動を工夫する。 

・高学年児童について

は、休み時間や放課後

に外遊びをしている

児童と、室内で過ごし

ている児童が固定化

している。運動委員会

の取り組み等をきっ

かけとして積極的に

体を動かす機会を設

けるとともに、「ここ

からだ月間」に自分の

健康を見つめさせる

など、児童自身で自分

の課題を見つけ自ら

進んで実行させてい

く。 

・マイタイムは校庭で

多くの児童が遊んで

いる姿が見られる。 

・運動委員会の「碑トラ

イ」の活動は、子ども

たちからの運動への

誘いという意味でと

てもよい。 

・現代は「スポーツ」と

「体育」が離れている

ように感じる。学校体

育の立ち位置が見え

にくくなっている。 

・昔と比べて遊びが変

化している。また、コ

ロナ禍に住区のイベ

ントで子どもたちの

体力が落ちているこ

とを感じた。学校での

マイタイム（休み時

間）の使い方を考え直

してもよいかもしれ

ない。 

 

Ⅵ 特別活動について ◎保護者・児童・地域・ ・来年度も本校の特色 ・運動会などの行事が



・学校行事の充実、異学

年交流活動、クラブ・

部活動の充実などにつ

いて 

教職員全ての対象に

おいて、肯定的評価

が 90％前後と、良好

な評価を得ている。

運動会や展覧会・学

校公開の際に保護者

から回収したアンケ

ートにも、児童の様

子や開催方法につい

て好意的な声が多く

寄せられている。 

◎昨年度の学校評価報

告書で課題となって

いたコロナ禍で継承

が途切れていた縦割

り班の活動を今年度

は充実することがで

きた。 

の一つである「くすの

き班（縦割り班）」や

兄弟学年での交流を

様々な場面で意図的

に設定する。そのこと

で、高学年が低学年を

慈しむ気持ちや、低学

年が高学年に憧れ目

標とするような学校

全体のよい循環をつ

くっていく。 

運営面でスムーズに

進行されていた。その

反面、午前開催など、

以前に比べ物足りな

さを感じたが、体力面

や気候変動等を考慮

するといたしかたな

い。 

Ⅶ 学校生活全般について 

＜生活指導＞ 

・生活規律の徹底、いじ

めや不登校の現状と対

応、教員の関わり方、

特別支援教育への取組

などについて 

◎保護者の肯定的評価

が昨年度より上昇

し、85％という結果

である。学校評価や

学校公開のアンケー

トより、「学校全体が

落ち着いている」と

いう意見を多くいた

だいている。また、生

活指導主任を中心

に、問題行動につい

ては、迅速に対応し、

短期的・長期的に見

守っていく体制がで

きている。 

●一方、不登校や登校

を渋りがちの児童の

数が増えていること

も現状として見られ

る。 

・学校という集団の中

で、自分の苦手なもの

に向き合うことが難

しい児童が増えてき

ている。スクールカウ

ンセラーを活用して

個の思いを受け止め

るとともに、保護者の

理解と協力を促すこ

とが課題である。 

・教育活動全般をとお

して、自分の気持ちや

考えを言葉に表現で

きる児童の育成に取

り組んでいく。 

・子どもたちと先生た

ちの関わりや関係性

がとてもよい。 

・いじめについては、

「本人が感じる＝い

じめ」ということにな

り、現実としてなくな

ることは難しい。 

 



＜防災教育・安全指導＞ 

・事故や災害に関する安

全教育や情報モラル教

育の充実、安全管理な

どについて 

◎安全教育への取り組

みについては、保護

者・児童・教職員とも

肯定的評価が 95％と

高い数値を示してい

る。毎月の避難訓練

にも、全児童が真剣

に取り組む様子が見

られている。 

・情報モラルについて

は、指導を行っている

が、学校だけでは難し

いのが現状である。家

庭の協力を促し、全児

童の意識を高めるこ

とが課題である。 

・ソーシャルネットワ

ークの使い方など、情

報モラルを子どもに

しっかりと教えてい

かなくてはいけない。 

＜幼・保・小・中連携＞ 

・中学校や同じ中学校区

の小学校との連携につ

いて 

・近隣の幼稚園・保育園

との連携について 

◎保護者の肯定的評価

が昨年度と比較して

20％近く上昇してい

る。最も保護者に取

り組みが見えにくい

項目であるので、引

き続き進んで情報発

信して理解を促して

いく。 

◎第七中学校区として

統合前の最後の年度

であったが、小・中連

携子ども育成プラン

に基づき、「挨拶運

動」「いじめ問題を考

えるめぐろ子ども会

議」を実践し、その成

果を校内全児童に共

有することができ

た。 

◎コロナ禍から中断し

ていた近隣幼稚園・

保育園と一年生との

交流活動を行うこと

ができた。 

・来年度は校区の中学

校が統合１年目とな

るが、引き続き教員同

士の打ち合わせを密

にとり、小・中連携を

模索していく。また、

新しい形での小・中連

携の取り組みの具体

的様子を、本校ホーム

ページ等で発信して

いく。 

 

・学区の区立中が現在

落ち着いている。 

・新校開設に伴い、保護

者の中には通学距離

を心配している声が

聞かれる。南中学校と

の連携を来年度一年

かけて構築していく

ことが大事。 

・中学校との連携が保

護者に見えやすくす

るための工夫が必要。 

・住区の行事のボラン

ティアとして、小学生

と中学生の連携が行

われている。 

 



Ⅷ 情報の発信 

・学校の情報発信の充実

について 

◎保護者の肯定的評価

が昨年度と比較して

14％上昇している。

日常の教育活動をタ

イムリーに学校ホー

ムページの学校日記

で発信しているこ

と、保護者宛ての通

知 文 を Home ＆

School で速やかで確

実に発信しているこ

とが要因と思われ

る。 

・学校と家庭を繋ぐア

プ リ 「 Home ＆

School」を使用して

の、学校からの通知文

や情報の発信、欠席連

絡、連絡帳機能が定着

し、学校と保護者の意

思疎通が速やかに、そ

して確実に行うこと

ができている。引き続

き有効活用していき

たい。 

・学校ホームページの

学校日記が毎日更新

されているので、学校

の教育活動が地域に

開かれていると感じ

る。 

・碑小 PTA ホームペー

ジも作成予定であり、

PTA からも学校の教

育活動を応援してい

きたい。 

・碑小 PTA 公式ライン

（現在、家庭数の約８

割が登録）で、学校行

事の前に保護者へお

知らせを行うなど、

PTA 会長から学校の

様子を保護者に発信

している。 

Ⅸ 教員の人材育成につ

いて 

・日常の職務をとおして

専門性と協働性の育

成、教育公務員の自覚

について 

◎教職員の肯定的評価

が 95％と高い数値を

示している。年間３

回の自己申告の授業

観察・面談において、

授業力と生活指導力

における個々の課題

を管理職から教員に

伝え、継続的に観察

とアドバイスを重

ね、専門性を高めさ

せている 

 

・主幹教諭や主任教諭

による OJT をより推

進し、組織的な人材育

成に努める。 

 

・現在、学級経営に困難

を感じているクラス

がない、ということは

人材育成の成果だと

感じる。 

 

Ⅹ 教員の働き方改革に

ついて 

・校務支援システムの活

用、「チーム学校」を意

識した業務分担等、組

織的な業務の効率化・

最適化について 

◎「チーム碑」の意識が

高く、協力し、支え合

いながら業務を行う

ことができている。

全体として教員の長

時間労働は年々減少

してきているが、依

然解消されていな

・引き続き、教職員の心

身の状態に気を配っ

ていく。 

・教職員の「チーム碑」

の雰囲気がよい。 

 



い。 

●昨年度と比較して教

職員の肯定的な評価

が 5％低下している。

病気休職の教員が複

数出たことにより、

業務の負担が係って

きたことが大きいと

思われる。 

Ⅺ 服務事故の防止につ

いて 

・服務事故防止に向けた

取組などについて 

◎教職員の肯定的評価

が 95％と高い数値を

示している。 

・服務事故防止研修な

ど、教育公務員として

の自覚を高める研修

を引き続き行ってい

く。 

・肯定的評価をつけな

かった教職員がどこ

に問題を感じている

かを把握し、100％を

目指し、取り組みを改

善していく。 

・引き続き研修を行い、

研鑽を積み、事故防止

に取り組んで欲しい。 

 


